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 今、ご存じのとおり新型コロナのオミクロンBA5株が猛威を

奮っています。当法人も例外では有りません。病院及び老人

保健施設においても患者様、利用者様及び職員にも新型コロ

ナに罹患した人達がおられます。 

 当法人では３回目のワクチンを患者様、利用者様及び職員

全員早くに終えており、今のところどなたも亡くなってはお

られません。９０才代の方々も回復されておられます。 

 新型コロナウイルス(Covid-19)は次々と変異種が矢継ぎ早

に出てくる大変厄介なウイルスですが、オミクロン対応のワ

クチンもこの１０月から接種可能との事ですので、国の方針

にしたがって対応して行きたいと考えております、皆様方の

ご理解・ご協力をたまわりますようよう宜しくお願い申し上

げます。 
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 平素より当法人の医療、介護にご協力頂き誠にありがとうござい

ます。８月１０日現在、新型コロナウイルス第７波が猛威をふるっ

ています。全国の新規感染者数は約２万５千人、兵庫県内の新規感

染者数も１万２千人を超え、連日のように過去最多を更新していま

す。私自身の体感としても、これまでと比べ明らかに身近なところ

での感染や濃厚接触の話を聞くようになりました。全国的なニュー

スとなっているように、感染や濃厚接触により多くの方が出勤でき

なくなっており、当法人も例外ではありません。症状があっても発

熱外来を受診できない、検査ができない、そもそも病院や保健所に

電話がつながらないといった話も聞いており、医療崩壊と言っても

過言ではないと個人的には思っています。そのような状況下にある

ため、入院患者様や入所様の面会、外出、外泊の制限については、

今しばらく継続させて頂きたいと考えています。ご家族の皆様には

長期間の制限となり大変申し訳ありませんが、ご理解、ご協力のほ

ど宜しくお願い致します。職員の皆様につきましては、引き続き

「病院、施設内に持ち込まない」を合言葉に感染対策を宜しくお願

い致します。 

 当法人内の新型コロナウイルスの近況をご報告させて頂きます。

今年の２月末に明石土山病院７-３認知症病棟で初めて入院患者様

の陽性者を確認しました。以降は複数の病棟で陽性者が判明し、治

療、感染対策を行ってきました。８月１０日現在、明石土山病院内

の新型コロナウイルスクラスターは終息しています。しかし、７月

末頃より老人保健施設希望２階で新たに新型コロナウイルス陽性者

を確認し、現在はクラスターとして対応しています。当法人だけで

はありませんが、高齢者施設のクラスター報告は増えています。認

知症の入所者様も多く、マスク着用など基本的な感染対策が困難な

ことや徘徊により感染リスクの高いエリアに入ってしまうことなど

高齢者施設での感染対策の難しさを日々痛感しています。幸いなこ

とに入所者様の多くが３回以上のワクチン接種を済ませており、多

くの方が軽症で経過されています。クラスター終息に向けて、引き

続き治療、感染対策に全力で対応していきたいと思います。  

新型コロナウイルスについて⑤ 

 令和1４年７月１１日 明石土山病院会議室にて「医療機器安全管理

と医薬品安全管理に関する研修会」を行いました。 

医療機器安全管理についてはＣＴ撮影時にかかる被爆量についての説明

やＣＴを撮影する際の患者様への対応等講義していただきました。また

医薬品安全管理については、医薬品添付文書の読み方について詳しく教

えていただき、スマートフォン等のアプリの利用など現在における情報

の収集についてもご講義いただきました。 

Hygge（ヒュッゲ）プログラム 

～デンマークの習慣を体験して～ 

 

 ヒュッゲとはデンマーク語で「心地がいい」

「楽しい」という意味です。日本語への翻訳が難

しいのですが、「心が微笑む」「ほっこり」

「まったり」というニュアンスが近いです。例え

るならば、秋の晴れた日に仲間と落ち葉で焚火を

眺めながら焼き芋を作るような、特別ではないあ

りふれた幸せを感じることです。世界幸福度ラン

キング上位の国、デンマークの人達が大切にして

いる「ヒュッゲ」がデイケアメンバー様にどのよ

うな価値を生み出すのか実際行ってみました。 

 昨年の12月1日天満大池BBQサイトにて、炭火の

ぬくもりで体を温め、熱いコーヒーとマシュマロ

をいただきました。テーマは「心穏やかにほっこ

りまったり」です。美しいロケーションの中、何

もしない贅沢な時間を味わっていると本当に「心

が微笑む」ような感情が芽生えました。メンバー

様に感想をうかがうと「自然に触れ合うと気分も

良くなった」「優しい気持ちになれた」などの意見がありました。 

 現代人は効率性を追求しすぎるあまり、常に仕事や家事に追われて心の余裕

がなくなり、幸せな出来事を幸せと感じられる感度が鈍くなりがちです。意識

して何もしない時間を持つことで、自分の心の動きに向き合うことができま

す。精神科デイケアは外来リハビリ部門なので、原則なにかを「する」場所で

す。しかし今回なにも「しない」ことによって、自分の心の動きに向き合う体

験ができました。今後も「ヒュッゲ」を定期的に取り入れる予定です。 

 精神科デイケア課長 小林 哲也 


